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市
で
は
、
平
成
二
十
一
年
か

ら
市
職
員
な
ど
を
対
象
に
ゲ
ー

ト
キ
ー
パ
ー
養
成
講
座
を
開
催

し
、
自
殺
予
防
の
人
材
育
成
に

取
り
組
む
と
と
も
に
、
平
成
二

十
二
年
に
市
自
殺
対
策
庁
内
連

絡
会
議
の
設
置
、
平
成
二
十
三

年
に
市
自
殺
予
防
対
策
指
針
を

策
定
す
る
な
ど
、
自
殺
予
防
対

策
を
推
進
し
て
き
ま
し
た
。

　
し
か
し
本
市
に
お
い
て
、
平

成
二
十
九
年
に
は
男
性
四
十
四

人
、
女
性
十
九
人
が
自
殺
で
亡

く
な
っ
て
お
り
、
平
成
二
十
四

年
以
降
自
殺
死
亡
者
数
は
ほ
ぼ

横
ば
い
に
な
っ
て
い
ま
す
〈
表

１
〉
。

　
さ
ら
に
、
平
成
二
十
四
年
か

ら
二
十
八
年
の
人
口
、
企
業
・

経
済
、
生
活
・
ラ
イ
フ
ス
タ
イ

ル
に
関
す
る
各
種
統
計
に
基
づ

き
調
査
・
分
析
し
た
結
果
、
本

市
で
は
六
十
歳
以
上
の
高
齢

者
・
働
き
盛
り
世
代
の
男
性
・

二
十
歳
未
満
の
若
者
の
自
殺
死

亡
者
数
が
多
い
こ
と
が
分
か
っ

て
お
り
、
優
先
し
て
対
策
に
取

り
組
む
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
進
め
て
き
た
取
り

組
み
を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
、
よ

り
効
果
の
高
い
取
り
組
み
を

オ
ー
ル
い
わ
き
の
体
制
で
進
め

「
誰
も
自
殺
に
追
い
込
ま
れ
る

こ
と
の
な
い
社
会
」
の
実
現
を

目
指
す
た
め
、
本
年
度
か
ら
五

年
間
を
計
画
期
間
と
す
る
市
い

の
ち
を
ま
も
り
支
え
る
計
画

（
第
一
次
市
自
殺
対
策
計
画
）

を
策
定
し
ま
し
た
。

　
同
計
画
で
は
令
和
五
年
度
ま

で
に
平
成
二
十
八
年
の
自
殺
死

亡
率
・
死
亡
者
数
を
二
十
パ
ー

セ
ン
ト
以
上
減
少
さ
せ
る
こ
と

を
目
標
に
設
定
し
、
保
健
福
祉

や
教
育
等
関
連
計
画
と
の
整

合
・
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
目

標
の
達
成
と
自
殺
予
防
に
向
け

た
心
の
健
康
づ
く
り
の
推
進
な

ど
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　
自
殺
は
誰
に
で
も
起
こ
り
う

る
危
機
で
す
。
危
機
に
陥
っ
た

と
き
は
遠
慮
せ
ず
助
け
を
求
め

ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
一
人
一
人

が
自
殺
の
問
題
を
ひ
と
ご
と
と

思
わ
ず
、
地
域
社
会
の
問
題
と

し
て
考
え
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

悩
ん
で
い
る
人
が
い
た
ら
声
を

掛
け
る
な
ど
、
身
近
に
で
き
る

こ
と
か
ら
始
め
て
み
ま
し
ょ
う
。

○市いのちをまもり支える計画の基本・重点施策と主な取り組み

大切な人の悩みに気付くために、ゲートキーパーの役割は重要です

心の病を疑うサイン

　ゲートキーパーとは、自殺の兆候に気付き、声を掛け、話を聞いて必要な支援につなげ、
見守る人のことで、自殺対策において重要な役割を果たします。周りの人の様子がいつもと
違うと気付いたら声を掛け、話に耳を傾けましょう。皆さんの声掛けで救える命があります。

①以前と比べて表情が暗
　く、元気がない
②体調不良の訴えが多い
③仕事や家事の能率が低
　下し、ミスが増える
④周囲との交流を避ける
⑤遅刻、早退、欠勤（欠
　席）が増える
⑥趣味などへの関心が薄
　れ、外出をしなくなる
⑦飲酒量が増える

心が弱っていると感じたら、
　　　早めに保健師や精神
　　　　科医などの専門家
　　　　　に相談するよう
　　　　　促しましょう。

家族や仲間の様子に気を配り、
いつもと違うと感じた
ら、相手を気遣うよ
うな声を掛けま
しょう。

　　　　　専門家へつない
　　　　だ後も、必要があ
　　　れば相談に乗ること
　　を伝え、温かく見守り
　ましょう。

話しやすい環境で
本人の気持ちを尊
重し、耳を傾け、心
配していることを伝え
ましょう。

気付き・
声掛け つなぎ

見守り耳を
傾ける

地域におけるネットワークの強化 ・支援団体との連携強化および自殺関連活動の支援
・心を通わせ合える人間関係・地域社会の構築支援

自殺対策を支える人材の育成 ・ゲートキーパー養成講座の拡充
・市民精神保健福祉講座の実施

市民・企業等への啓発と周知 ・自殺予防街頭キャンペーンの実施
・企業等への出前講座などの実施

生きることの促進要因への支援 ・心の健康相談の実施
・中高年世代向け自殺予防講演会の開催

子ども・若者の命を大事にする意
識の向上にむけた教育

・ＳＯＳの出し方教育の推進
・若年層向け自殺予防講演会の開催

高齢者を対象とした自殺対策の推
進

・相談体制の充実や地域での交流の場の確保
・状態に応じた保健福祉・医療サービスの利用促進

働き盛り世代の男性を対象とした
自殺対策の推進

・就労者のメンタルヘルスケア
・無職者（生活困窮者）への支援

20歳未満の若者を対象とした自殺
対策の推進

・スクールカウンセラーの派遣
・インターネットなど多様な相談体制の構築
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基本施策の主な取り組み基本施策

重点施策の主な取り組み重点施策

ゲートキーパーの役割

広報いわき　2019. 9　4

特
集

　
市
で
は
、
平
成
二
十
一
年
か

ら
市
職
員
な
ど
を
対
象
に
ゲ
ー

ト
キ
ー
パ
ー
養
成
講
座
を
開
催

し
、
自
殺
予
防
の
人
材
育
成
に

取
り
組
む
と
と
も
に
、
平
成
二

十
二
年
に
市
自
殺
対
策
庁
内
連

絡
会
議
の
設
置
、
平
成
二
十
三

年
に
市
自
殺
予
防
対
策
指
針
を

策
定
す
る
な
ど
、
自
殺
予
防
対

策
を
推
進
し
て
き
ま
し
た
。

　
し
か
し
本
市
に
お
い
て
、
平

成
二
十
九
年
に
は
男
性
四
十
四

人
、
女
性
十
九
人
が
自
殺
で
亡

く
な
っ
て
お
り
、
平
成
二
十
四

年
以
降
自
殺
死
亡
者
数
は
ほ
ぼ

横
ば
い
に
な
っ
て
い
ま
す
〈
表

１
〉
。

　
さ
ら
に
、
平
成
二
十
四
年
か

ら
二
十
八
年
の
人
口
、
企
業
・

経
済
、
生
活
・
ラ
イ
フ
ス
タ
イ

ル
に
関
す
る
各
種
統
計
に
基
づ

き
調
査
・
分
析
し
た
結
果
、
本

市
で
は
六
十
歳
以
上
の
高
齢

者
・
働
き
盛
り
世
代
の
男
性
・

二
十
歳
未
満
の
若
者
の
自
殺
死

亡
者
数
が
多
い
こ
と
が
分
か
っ

て
お
り
、
優
先
し
て
対
策
に
取

り
組
む
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
進
め
て
き
た
取
り

組
み
を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
、
よ

り
効
果
の
高
い
取
り
組
み
を

オ
ー
ル
い
わ
き
の
体
制
で
進
め

「
誰
も
自
殺
に
追
い
込
ま
れ
る

こ
と
の
な
い
社
会
」
の
実
現
を

目
指
す
た
め
、
本
年
度
か
ら
五

年
間
を
計
画
期
間
と
す
る
市
い

の
ち
を
ま
も
り
支
え
る
計
画

（
第
一
次
市
自
殺
対
策
計
画
）

を
策
定
し
ま
し
た
。

　
同
計
画
で
は
令
和
五
年
度
ま

で
に
平
成
二
十
八
年
の
自
殺
死

亡
率
・
死
亡
者
数
を
二
十
パ
ー

セ
ン
ト
以
上
減
少
さ
せ
る
こ
と

を
目
標
に
設
定
し
、
保
健
福
祉

や
教
育
等
関
連
計
画
と
の
整

合
・
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
目

標
の
達
成
と
自
殺
予
防
に
向
け

た
心
の
健
康
づ
く
り
の
推
進
な

ど
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　
自
殺
は
誰
に
で
も
起
こ
り
う

る
危
機
で
す
。
危
機
に
陥
っ
た

と
き
は
遠
慮
せ
ず
助
け
を
求
め

ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
一
人
一
人

が
自
殺
の
問
題
を
ひ
と
ご
と
と

思
わ
ず
、
地
域
社
会
の
問
題
と

し
て
考
え
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

悩
ん
で
い
る
人
が
い
た
ら
声
を

掛
け
る
な
ど
、
身
近
に
で
き
る

こ
と
か
ら
始
め
て
み
ま
し
ょ
う
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
保
健
所
地
域
保
健
課

　
精
神
保
健
係

　
☎
27
・
８
５
５
７

市
い
の
ち
を
ま
も
り

　
　
　支
え
る
計
画
を
策
定
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の
自
殺
の
現
状

市
い
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を
ま
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り
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え
る
計
画
を
策
定
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殺
は
誰
に
で
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起
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〜
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も
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殺
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追
い
込
ま
れ
る
こ
と
の
な
い
社
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を
目
指
し
て
〜

〈表１〉本市の自殺死亡者数の推移
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○保健所地域保健課精神保健係（☎27－8557）
　月～金曜日、８時30分～17時
○福島いのちの電話（☎024－536－4343）
　年中無休、10時～22時
○よりそいホットライン（☎0120－279－226）
　24時間

心がつらいときの相談窓口

21 22 23 24 25 26 27 28 29(年）

男性
女性
市全体
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1919 1919 1919 1919 19191010
23231717

3333

8282 7676
9595 8989

6161 6868 7272 7474
5757 63635757

3232 4242
5151 5151 4747 44445353
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